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一
、
世
紀
観
光
立
国
宣
言
の
推
進
を 

一
、旅
行
業
と
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
真
の
一
体
感
を 

一
、宿
泊
料
金
の
価
格
ア
ッ
プ
を
推
進
し
よ
う 

一
、高
齢
化
・
情
報
化
・
環
境
問
題
に
対
応
を 

本社テーマ 
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「
観
光
庁
」
が
ス
タ
ー
ト

す
る
。
こ
れ
ま
で
の
約
２０
年

に
わ
た
る
「
観
光
立
国
」
の

実
現
へ
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
何

回
も
掲
載
し
た
通
り
で
あ

る
。い

ま
で
こ
そ「
観
光
立
国
」

と
い
う
言
葉
は
マ
ス
コ
ミ
や

評
論
家
、
学
者
な
ど
で
も
て

は
や
さ
れ
て
い
る
が
、
２０
年

前
の
当
時
、「
観
光
立
国
の
実

現
を
」
と
主
張
す
る
と
、
誰

し
も
が
「
日
本
は
モ
ノ
づ
く

り
経
済
大
国
に
決
ま
っ
て
い

る
。
今
で
も
そ
う
だ
。
国
際

観
光
は
多
少
は
必
要
に
し
て

も
、
寝
ぼ
け
た
こ
と
を
言
っ

て
は
い
け
な
い
」と
一
笑
し
、

聞
く
耳
を
持
た
な
か
っ
た
。

執
拗
に
こ
の
欄
で
指
摘
し

続
け
た
の
は
、
物
事
は
過
去

・
現
在
・
未
来
へ
つ
な
が
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
ど
う
す

る
に
な
る
。
「
観
光
業
界
の

こ
れ
か
ら
」
の
た
め
に
は
、

「
観
光
庁
」
が
で
き
る
ま
で

の
プ
ロ
セ
ス
は
業
界
人
と
し

て
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
っ

た
か
ら
で
あ
る
。

■

■

■

今
、
政
局
は
ま
さ
に
�
一

寸
先
は
闇
�
だ
。
総
選
挙
も

近
く
に
迫
っ
て
い
る
。
「
観

光
立
国
」
へ
、
超
党
派
で
法

案
を
通
し
た
と
い
っ
て
も
、

自
民
党
政
権
（
と
く
に
二
階

俊
博
氏
を
中
心
に
）
が
主
力

だ
っ
た
。

万
一
、
民
主
党
が
政
権
を

握
っ
た
と
し
た
ら
ど
う
な
る

か
を
想
定
し
た
と
き
に
、
観

光
は
後
回
し
に
な
る
こ
と
は

必
至
だ
。
再
び
行
政
の
中
で

形
骸
化
し
て
い
く
こ
と
は
否

定
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
「
観

光
庁
」
は
、
再
び
行
政
改
革

で
格
下
げ
に
な
る
こ
と
も
あ

り
得
る
。
「
そ
こ
ま
で
は
い

か
な
い
だ
ろ
う
」と
い
う
が
、

そ
う
し
た
観
測
は
甘
い
。
前

政
権
が
や
っ
た
こ
と
は
没
に

し
て
い
く
の
が
政
権
の
習
わ

し
で
、
常
識
で
あ
る
。

そ
の
あ
た
り
を
観
光
業
界

で
働
く
人
は
あ
ま
り
理
解
、

認
識
し
て
い
な
い
よ
う
だ
。

参
院
選
で
藤
野
公
孝
氏
（
元

観
光
部
長
）
が
落
選
し
た
よ

う
に
、
票
が
集
ま
ら
な
か
っ

た
こ
と
が
そ
れ
を
裏
付
け
て

い
よ
う
。

先
に
述
べ
た
こ
と
が
現
実

に
な
っ
て
か
ら
で
は
遅
い
。

今
度
は
何
と
し
て
も
、
観

光
業
界
の
こ
れ
か
ら
の
た
め

に
、
自
民
党
政
権
を
持
続
さ

せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
に
は
、
資
金
は
と
も

か
く
「
票
」
だ
け
は
絶
対
に

自
民
党
候
補
に
入
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

現
状
で
は
経
営
者
の
票
だ

け
し
か
入
ら
な
い
。
そ
れ
を

末
端
、
そ
し
て
仕
入
れ
商
社

会
な
ど
に
も
趣
旨
を
徹
底
す

る
こ
と
だ
。

で
は
旅
館
・
ホ
テ
ル
で
は

ど
う
す
る
か
。

先
に
も
指
摘
し
た
よ
う
に

経
営
者
が
管
理
職
、
そ
し
て

末
端
の
従
業
員
に
趣
旨
を
説

明
し
て
説
得
す
る
（
投
票
所

へ
行
く
時
間
を
与
え
る
）
こ

と
が
重
要
だ
。

「
も
う
分
か
っ
た
。
な
ぜ

執
拗
に
繰
り
返
し
て
い
る
の

か
」
と
い
う
問
い
合
わ
せ
も

あ
る
。■

■

■

も
し
、
政
権
交
代
が
あ
っ

て
観
光
に
ブ
レ
ー
キ
が
か
か

る
と
想
定
し
た
場
合
、
本
社

も
大
き
な
転
機
に
直
面
す
る

こ
と
に
な
る
。
永
年
に
わ
た

っ
た
、
観
光
を
日
の
当
た
る

場
に
す
る
た
め
に
２０
数
年
間

観
光
立
国
の
実
現
へ
挑
戦

（
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
展
開
な

ど
）
し
て
き
た
の
は
何
だ
っ

た
の
か
、
何
の
た
め
に
か
な

り
の
犠
牲
（
個
人
的
に
も
）

を
払
い
な
が
ら
業
界
紙
を
専

門
紙
へ
、
報
道
の
倫
理
観
・

使
命
感
を
追
求
し
続
け
て
き

た
の
か
、
と
い
う
新
聞
社
の

姿
勢
（
根
幹
）
が
揺
ら
ぐ
こ

と
を
恐
れ
る
か
ら
だ
。

同
時
に
何
を
目
的
に
専
門

紙
の
発
行
を
続
け
る
の
か
、

と
い
う
発
行
の
意
義
が
な
く

な
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。

専
門
紙
に
と
っ
て
は
致
命
傷

と
な
る
こ
と
は
必
至
だ
。

場
合
に
よ
っ
て
は
重
大
な

宣
言
を
行
う
こ
と
も
あ
り
得

る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
か

も
し
れ
な
い
。

■

■

■

そ
ん
な
こ
と
よ
り
も
も
っ

と
怖
い
予
測
も
あ
る
。

石
破
茂
元
防
衛
相
が
総
裁

選
で
、
は
か
ら
ず
も
強
調
し

て
い
た
よ
う
に
、
民
主
党
が

イ
ン
ド
洋
の
給
油
を
一
時
的

に
で
も
止
め
た
こ
と
に
米
国

は
怒
り
心
頭
に
発
し
て
い

る
。マ
ケ
イ
ン
、オ
バ
マ
の
両

氏
が
い
ず
れ
が
大
統
領
に
な

っ
て
も
、
極
東
軍
事
戦
略
を

変
更
（
米
国
の
基
地
を
撤
収

す
る
）し
て
中
国
、イ
ン
ド
に

シ
フ
ト
す
る
。
す
で
に
米
国

議
会
で
は
そ
の
方
向
で
検
討

し
て
い
る
と
い
う
。
自
分
の

国
は
自
分
で
守
れ
、
と
い
う

の
だ
。
そ
う
な
る
と
北
朝
鮮

の
ミ
サ
イ
ル
が
飛
ん
で
く

る
。
ま
さ
か
、と
思
う
だ
ろ

う
が
現
実
に
な
ら
な
い
よ
う

に
し
た
い
。
今
の
社
会
は
革

命
的
な
こ
と
が
起
こ
る
時
期

に
き
て
い
る
。【
江
口
恒
明
】

「「草草津津」」６６年年連連続続にに王王手手
本社主催 第

２２
回「
に
っ
ぽ
ん
の
温
泉
１００
選
」中
間
集
計

観
光
経
済
新
聞
社
は
２２
日
、
主
催
す
る
「
に
っ
ぽ
ん
の
温
泉
１

０
０
選
」
（
観
光
関
連
９
団
体
後
援
、
ト
ラ
ベ
ル
ジ
ャ
ー
ナ
ル
社

協
賛
）
の
中
間
集
計
を
ま
と
め
、
発
表
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

５
年
連
続
し
て
１
位
の
草
津（
群
馬
県
）が
ト
ッ
プ
の
座
を
確
保
、

６
年
連
続
に
王
手
を
か
け
た
。
以
下
、
由
布
院
（
大
分
県
）
、
登

別
（
北
海
道
）
、
黒
川
（
熊
本
県
）
、
指
宿
（
鹿
児
島
県
）
と
続

き
、
ベ
ス
ト
テ
ン
に
大
き
な
変
動
は
見
ら
れ
な
い
。
投
票
は
１０
月

末
に
締
め
切
ら
れ
、
最
終
順
位
は
１２
月
初
旬
に
開
か
れ
る
予
定
の

１
０
０
選
実
行
委
員
会
に
よ
る
審
査
会
で
決
ま
る
。
草
津
温
泉
が

こ
の
ま
ま
逃
げ
切
る
か
、
投
票
の
行
方
が
注
目
さ
れ
る
。

＝１０１９＝

「観光庁」
１０月に始動

（
観
光
立
国
の
こ
れ
か
ら
）

自
力
販
売
に
力
点
を

総
選
挙

総
力
で
与
党
支
援
せ
よ

旅
行
会
社
へ
の
投
票
は
７

月
か
ら
始
め
て
お
り
、
中
間

発
表
は
事
務
局
（
本
社
）
に

届
い
た
投
票
は
が
き
を
集
計

し
た
。
昨
年
同
様
、
１
万
２

千
枚
程
度
の
は
が
き
が
集
ま

っ
て
い
る
。

旅
行
会
社
の
支
持
を
受
け

１
位
と
な
っ
た
草
津
温
泉
。

「
泉
質
主
義
」
を
打
ち
出
す

ほ
ど
泉
質
に
自
信
を
持
ち
、

「
湯
畑
」
を
中
心
と
し
た
温

泉
情
緒
や
充
実
し
た
宿
泊
施

設
、
白
根
山
や
湯
釜
と
い
っ

た
観
光
ス
ポ
ッ
ト
も
多
い
。

旅
行
会
社
に
と
っ
て
は
消
費

者
に
勧
め
や
す
く
、
送
客
し

や
す
い
点
が
評
価
さ
れ
た
と

思
わ
れ
る
。

草
津
と
２
位
以
下
の
得
票

数
は
や
や
開
き
が
あ
り
、草

津
の
強
さ
が
う
か
が
え
る
。

一
方
、
由
布
院
、
登
別
、
黒

川
の
得
票
数
は
接
近
し
て
お

り
、今
後
の
投
票
次
第
で
は

順
位
の
入
れ
替
わ
り
も
あ
り

そ
う
だ
。
下
呂
（
岐
阜
県
）

と
城
崎
（
兵
庫
県
）
の
１０
位

争
い
も
目
を
離
せ
な
い
状
況

だ
。玉

造
（
島
根
県
）
、
伊
香

保
（
群
馬
県
）
、
秋
保
（
宮

城
県
）
、
鳴
子
（
同
）
な
ど

が
ラ
ン
ク
を
上
げ
て
い
る
。

半
面
、
塩
原
（
栃
木
県
）
は

２２
位
か
ら
ギ
リ
ギ
リ
の
１
０

０
位
と
大
き
く
ダ
ウ
ン
し

た
。
鬼
怒
川
・
川
治
（
同
）

も
１３
位
か
ら
２２
位
、嬉
野（
佐

賀
県
）
が
１９
位
か
ら
２６
位
と

ラ
ン
ク
を
落
と
し
て
い
る
。

伊
東
、
堂
ヶ
島
な
ど
の
静
岡

勢
も
苦
戦
。

一
方
、
中
間
集
計
段
階
で

新
た
に
１
０
０
選
に
ラ
ン
ク

イ
ン
し
た
の
は
１６
温
泉
あ
っ

た
。
こ
の
う
ち
、
河
口
湖（
山

梨
県
）
は
圏
外
か
ら
い
き
な

り
５７
位
と
大
き
く
躍
進
。
ま

た
、
目
立
つ
の
は
福
島
県
の

温
泉
地
で
、
東
山
、
磐
梯
熱

海
、
岳
、
土
湯
、
穴
原
の
５

温
泉
が
圏
外
か
ら
１
０
０
選

に
入
る
な
ど
健
闘
し
て
い

る
。な

お
、
実
行
委
員
会
は
日

本
観
光
旅
館
連
盟
、
国
際
観

光
旅
館
連
盟
、
全
国
旅
館
生

活
衛
生
同
業
組
合
連
合
会
、

日
本
温
泉
協
会
、
日
本
旅
行

業
協
会
、全
国
旅
行
業
協
会
、

日
本
観
光
協
会
、
日
本
政
府

観
光
局
（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
）
、
財

団
法
人
日
本
交
通
公
社
か
ら

選
ば
れ
た
メ
ン
バ
ー
で
構
成

さ
れ
て
い
る
。

最
終
結
果
は
１２
月
２０
日
付

の
紙
面
に
掲
載
す
る
。

【
内
井
高
弘
】

２
位
由
布
院
、３
位
登
別

１６
温
泉
が

１００
選
入
り

福
島
勢
が
躍
進

検証○６３

西
武
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

傘
下
の
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

（
渡
辺
幸
弘
社
長
）は
１９
日
、

日
光
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
（
栃

木
県
日
光
市
）
な
ど
３
施
設

を
閉
鎖
す
る
と
発
表
し
た
。

施
設
の
老
朽
化
に
加
え
、
利

用
客
の
減
少
で
、
厳
し
い
運

営
を
迫
ら
れ
て
い
た
。
閉
鎖

後
は
「
新
た
な
事
業
形
態
の

展
開
も
視
野
に
入
れ
て
検
討

し
て
い
く
」
方
針
。

閉
鎖
す
る
の
は
日
光
プ
リ

ン
ス
ホ
テ
ル
の
ほ
か
、
軽
井

沢
千
ヶ
滝
温
泉
ホ
テ
ル
（
長

野
県
軽
井
沢
町
）
と
、
グ
ル

ー
プ
元
オ
ー
ナ
ー
の
堤
義
明

氏
が
企
画
し
た
軽
井
沢
ス
ケ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
同
）
。

日
光
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
は

７６
年
４
月
開
業
。
客
室
数
６０

室
で
、
３２
棟
の
コ
テ
ー
ジ
を

持
つ
。
営
業
終
了
時
期
は
１１

月
２４
日
。
軽
井
沢
千
ヶ
滝
温

泉
ホ
テ
ル
は
７７
年
７
月
開
業

で
、
客
室
数
１
７
８
室
。
ス

ケ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
５６
年
１

月
開
業
で
、
敷
地
面
積
は
約

５
万
平
方
�
。
両
施
設
と
も

来
年
３
月
末
で
閉
鎖
す
る
。

ス
ケ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
内
に

あ
る
日
帰
り
入
浴
施
設
「
千

ヶ
滝
」
温
泉
は
営
業
を
継
続

す
る
と
し
て
い
る
。

プリンス
ホ テ ル

３
施
設
を
閉
鎖
へ

日
光
プ
リ
ン
ス
は
１１
月
に

総裁選の結果、麻生氏（右から３人目）
が総裁に選ばれた（自民党ＨＰから）

第
５
回
日
本
お
み
や
げ
ア

カ
デ
ミ
ー
賞
（
主
催
�
第
５

回
日
本
お
み
や
げ
ア
カ
デ
ミ

ー
賞
実
行
委
員
会
、
事
務
局

�
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
行
ス
タ
ン
プ
加

盟
店
連
盟
内
）
の
審
査
発
表

表
彰
式
が
１６
日
、
東
京
の
京

王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
開
か
れ

た
。

（
９
面
に
関
連
）

最
高
賞
の
グ
ラ
ン
プ
リ
は

非
食
品
部
門
で
「
萩
化
粧
鉢

『
心
あ
わ
せ
』
萩
焼
き
の
サ

ラ
ダ
ボ
ー
ル
」
（
出
展
者
�

山
口
県
萩
市
・
観
光
会
館
安

富
屋
）
が
受
賞
。
グ
ラ
ン
プ

リ
の
食
品
部
門
は
該
当
商
品

が
な
か
っ
た
。

同
賞
は
、
全
国
の
み
や
げ

店
が
製
造
・
販
売
す
る
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
み
や
げ
品
の
中
か

ら
、
ア
イ
デ
ア
、
デ
ザ
イ
ン
、

ネ
ー
ミ
ン
グ
な
ど
の
観
点
か

ら
優
秀
な
商
品
を
表
彰
す
る

２
年
に
１
度
の
イ
ベ
ン
ト
。

最
高
賞
に「
萩
化
粧
鉢
」

第
５
回
日
本
お
み
や
げ

ア

カ

デ

ミ

ー

賞

受
賞
賞
品
決
ま
る

ど
ん
な
産
業

で
も
企
画
力
が

勝
負
と
な
っ
て

い
る
。
右
肩
下

が
り
と
違
っ

て
、
業
種
に
よ

っ
て
は
好
況
を
持
続
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
業
績

を
下
方
修
正
し
て
い
る
と
こ

ろ
が
多
い
▼
企
画
力
と
い
う

の
は
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
が
時

流
に
沿
っ
た
計
画
立
案
を

し
、
そ
れ
を
実
行
し
、
成
果

を
上
げ
て
初
め
て
企
画
力
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
ど
ん
な

良
い
企
画
を
立
案
し
て
も
行

動
な
し
で
は
机
上
の
論
理
だ

け
で
結
果
は
出
な
い
。
挑
戦

す
る
姿
勢
が
あ
る
か
ど
う
か

に
か
か
る
▼
旅
行
市
場
は
ま

さ
に
企
画
力
が
勝
る
と
こ
ろ

が
�
勝
ち
組
�
と
な
る
。
や

が
て
何
と
か
な
る
と
い
う
安

易
さ
は
�
負
け
組
�
に
つ
な

が
る
こ
と
は
必
至
だ
。
特
に

中
小
企
業
に
属
す
る
と
こ
ろ

は
、
ど
ん
な
に
自
助
努
力
を

し
て
も
外
的
（
石
油
高
騰
な

ど
）
な
要
因
で
行
き
詰
ま
る

こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
最

近
の
傾
向
で
は
、
斜
陽
産
業

の
中
に
は
、
い
く
ら
あ
が
い

て
も
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い

と
こ
ろ
も
あ
る
。
た
だ
先
行

き
の
見
通
し
が
明
る
い
市
場

（
観
光
産
業
は
こ
れ
に
属
す

る
）
の
中
で
必
要
な
の
は
今

が
当
た
り
前
と
と
ら
え
た
上

で
、
も
う
一
度
徹
底
的
に
過

去
の
流
れ
（
原
点
）
を
点
検

す
る
こ
と
だ
。
良
か
っ
た
と

き
悪
か
っ
た
と
き
、
そ
の

時
々
を
ど
う
し
て
き
た
か
を

振
り
返
っ
て
み
る
こ
と
が
何

よ
り
大
切
だ
▼
時
代
は
グ
ロ

ー
バ
ル
化
し
、
新
し
い
感
覚

も
欠
か
せ
な
い
。
道
は
自
ら

開
く
も
の
で
あ
る
。
同
じ
商

品
を
売
り
続
け
て
売
れ
る
は

ず
も
な
い
。
道
は
必
ず
開
く

と
い
う
気
構
え
で
対
応
し
て

ほ
し
い
。

第２２回「にっぽんの温泉１００選」中間順位
所在地
北海道
青 森
兵 庫
北海道
長 野
福 井
山 梨
青 森
栃 木
岩 手
福 島
神奈川
山 形
神奈川
福 島
長 野
宮 城
徳 島
山 梨
栃 木
鹿児島
静 岡
新 潟
福 島
静 岡
山 口
福 島
熊 本
富 山
福 島
大 分
香 川
福 島
鳥 取
岡 山
福 島
静 岡
岐 阜
和歌山
岩 手
熊 本
群 馬
新 潟
宮 城
山 梨
岩 手
北海道
福 島
和歌山
栃 木

注）昨年順位は第２１回の最終結果。－は新たにランクインした温泉

温 泉 名
知床・ウトロ
酸 ケ 湯
湯 村
層 雲 峡
別 所
あ わ ら
河 口 湖
黄金崎不老ふ死
日 光 湯 元
花 巻
東 山
湯 河 原
か み の や ま
強 羅
高 湯
野 沢
作 並
祖 谷
石 和
那 須
妙 見
下 田
瀬 波
母 畑
浜名湖かんざんじ
湯 田
磐 梯 熱 海
阿 蘇
宇 奈 月
飯 坂
長 湯
こ ん ぴ ら

岳
皆 生
湯 原
土 湯
下 賀 茂
高 山
湯 の 峰
岩 手 大 沢
小 田
水 上
岩 室
遠 刈 田
西 山
鶯 宿
養 老 牛
穴 原
川 湯
塩 原

昨年
６０
４７
５１
７０
５６
５９
－
６９
８６
５３
－
５５
８９
６３
８２
５０
７８
６５
８３
８４
７３
７１
５８
８０
６７
８５
－
７９
６６
―
８０
６１
－
５４
－
－
７４
４４
－
－
－
９４
－
－
７２
－
－
－
－
２２

順位
５１
５２
５３
５４
５５
５６
５７
５８
５９
６０
６１
６２
６３
６４
６５
６６
６７
６８
６９
７０
７１
７２
７３
７４
７５
７６
７７
７８
７９
８０
８１
８２
８３
８４
８５
８６
８７
８８
８９
９０
９１
９２
９３
９４
９５
９６
９７
９８
９９
１００

所在地
群 馬
大 分
北海道
熊 本
鹿児島
兵 庫
愛 媛
大 分
石 川
岐 阜
兵 庫
長 崎
岐 阜
島 根
群 馬
宮 城
神奈川
北海道
秋 田
新 潟
静 岡
栃 木
宮 城
石 川
北海道
佐 賀
鳥 取
鹿児島
和歌山
石 川
群 馬
山 口
北海道
北海道
静 岡
群 馬
長 野
北海道
長 野
栃 木
長 野
山 形
北海道
秋 田
山 形
静 岡
山 形
静 岡
静 岡
和歌山

温 泉 名
草 津
由 布 院
登 別
黒 川
指 宿
有 馬
道 後
別 府 八 湯
和 倉
下 呂
城 崎
雲 仙
奥飛騨温泉郷
玉 造
伊 香 保
秋 保
箱 根 湯 本
十 勝 川
乳 頭 温 泉 郷
月 岡
修 善 寺
鬼怒川・川治
鳴 子
山 代
湯 の 川
嬉 野
三 朝
霧 島
白 浜
山 中
四 万
長 門 湯 本
定 山 渓
洞 爺 湖
熱 海
万 座
昼 神
阿 寒 湖
湯田中渋温泉郷
湯 西 川
白 骨
蔵 王
川 湯
玉 川
銀 山
稲 取
あ つ み
伊 東
堂 ヶ 島
勝 浦

昨年
１
２
４
３
５
６
７
８
９
１１
１０
１２
１４
２７
２５
２８
１５
２１
１６
３４
２６
１３
４０
２３
２５
１９
３１
３０
３３
３８
２０
４１
４５
４９
３９
４６
３２
３５
３６
４３
２９
３７
４２
５２
４８
５７
６４
１７
１８
６２

順位
１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１
１２
１３
１４
１５
１６
１７
１８
１９
２０
２１
２２
２３
２４
２５
２６
２７
２８
２９
３０
３１
３２
３３
３４
３５
３６
３７
３８
３９
４０
４１
４２
４３
４４
４５
４６
４７
４８
４９
５０


